


よろこびのメッセージ           監 督 宮 城 静 代

第 3回全国レディース硬式テニス決勝大会、最終日をむかえ頑張 る事を全員で誓い対兵庫戦に入 る。荻島・

鈴木さんか落ちついたプ´―で、まず 1勝。高橋・姫野さん調子出ず、おしいかな負け、それを見て小野・

小川さん、ファース トセットを失っていたが作戦を変え 2勝 目を上げる。ほっとす る間もなく決勝の対東京

戦に入り、相変 らず安定 したプレーで荻島・鈴木さんか 1勝。初戦の 1勝はほんとうにうれしい。続いて危

な気な戦いではあったが、最後まで試合を捨てず、精神力で高橋・姫野さんが 2勝 目を上げる。応援席から
｀ワッ、という歓声、あヽこれで優勝が決った。皆んなで庇い合い、助け合っての優勝、思わず胸がジーン

とす る。

最後に思うことは全員が一緒に練習出来、その練習相手になっていただいた支部長の伊波さん、はじめ県

協会の遠山様、昨年度 。一昨年度の選手・役員の皆様、来年をめざす方々に感謝致 します。

又、各クラブからの応援ほんとうにありかとうございました。監督という役をいただいた私が一番良い思

いをした様に思います。

優勝杯返還に思 う 小 野 正 子

私が皆様を代表 して、今年優勝杯を返還 した時に心に強く思った事 こ`の優勝杯は、絶対に神奈川が

又、持ち帰りたい………。、現実にそうなったのです。私にとってこの大会は、一生の良き思い出とな

ることでしょう。皆様、本当にありがとうございました。

小 川 加代子

手に汗にぎる〃団体戦の厳 しさ、楽 しさを体験し、多勢の応援を背に受けて、全国優勝連覇達成の
=績を上げることに参加できたことをこの上もなく幸せ者の 1人 と喜こびをかみしめています。

監督、役員のみなさんの気苦労も並大抵のことではなかったと思います。心より感謝します。

高 橋 美恵子

監督をはじめ、チームメイト、役員、多勢の応援、その上天候にも恵まれてと満点に近い環境の中で

の 4日 間。お陰様で第 1シ ードを維持することができました。いろんな人との出会いに感謝し、テニス

をやっていて良かったと思います。皆様ありがとうごさいました。

姫 野 冨士子

第 3回全国レディーステニス決勝大会の大きさをしっかりと体に感じながら優勝で終了出来ました事

は、私の生涯忘れる事の出来ないすばらしい思い出となるでしょう。

クラブの皆様、その他の関係者、お友達の方々に心からお礼を申し上げます。

荻 島 史 子
この度、テニスの試合で初めてと言ってよい団体戦を体験でき、とても勉強になったと思いました。

｀
神奈川のナンバー 3を落さない様に、死守 しよう、これに徹 して集中できてよかったという気持でい

っぱいです。ティームメイトも自分の持ち味を生かして充分神奈川のために戦ってくれたと、すべての

ことに感謝する気持でいっぱいです。私達をあたたかく見守って下さった皆様にも心から御礼を申し上

げたいと思います。ありがとうごさいました。

鈴 木 澄 子

痛 くてしびれそうになるまで手をたたいて喜んだ我がチームのヮンポイント、ワンポイント。チーム
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ロ戦観

第 3回全国 レディース大会について
神奈川県テニス協会常務理事

各種大会委員長 遠  山  康  彦

昨年の全国制覇に続き本年も又、県代表チームが決勝大会に優勝 し見事 2連勝をなしとげられた事は誠に

立派な事と思います。県予選大会に於ても昨年同様参加組のレベルが高 く数多くの熱戦が見 られました。

この激戦の中より代表 3組が決まりましたが、その他の組の中にも実力のあるペアーがあり、来年 も又、有

力な優勝候補の代表チームが出来 る事でしょう。県代表 No lの 小野・小川組は他の大会でも数度優勝 してい

る強カペアーで小野さんの堅実なグランドス トロークと小川さんの思い切 りのよいネットプレーのコンビネー

ションがよく、これが決勝大会の大切な試合に生かされたものです。No 2の 高橋・姫野組は本年度県選手権

優勝ペアーであり、決勝大会における準決勝の敗戦は相手の変則性のス トロークに惑わされたもので、決勝

の試合は見事逆転勝をして優勝の貴重なポイントをとった実力は、他の代表チームに比較 して相当なレベル

の差があったと言えます。m3の荻島・鈴木組は荻島さんの独特のグランドス トロークと鈴木さんが軽快な

動きで試合中常に手固いプレーをす るのでこれが決勝大会において、全試合ス トレー ト勝ちの原動力となっ

たものです。県予選大会で惜 しくも4位となった宇野 。平野組、ネットプレーを 2人で積極的に行う橋本・

渋谷組、これに惜敗 した笹島・矢野組等又、その他数組が来年の有力な代表候補であり各選手は一層の努力

をされ日常の練習に励まれ る事を期待 します。来年は 3連勝目の大切な大会となるので早い時期から選手、
｀

関係者共々優勝す る為の対策を考える必要があると思います。これからは軟式よりの転向組が多く参加 して

くることが予想されるので日常より同じようなプレーヤーと試合を行いそれになれておくのもよい方法です。

他にはサーブィス、ヴォーレー、スマッシュの練習に重点をおけばダブルスの試合にかならず強 くなるので、

是非実行 して下さい。

全国決勝大会の準決勝戦は荻島・鈴木組が完勝 しましたが次の高橋 。姫野組は軟式流の相手ペアーに 1セ ッ

ト先取されて 2セ ットは4-4と なり逆転す るかに見えましたが、勝負運もなく4-6で 押切 られました。

小野・小り|1組 は 1セ ット2-6で 落 しましたが 2セ ット3-3か ら5-3と リー ドしたのがきいて 2セ ッ

トをとり、ファイナルセットも6-2で 終 り逆転勝ちしました。形の上では接戦でしたが私自身、この 1戦 を

観戦 していてかならず小野・小川組か勝つと信 じており、通常このペアーに対す る信頼感がいかに深いかを

認識 した 1戦でありました。決勝戦は昨年と同じく対東京戦となり荻島組は神和住 。安藤組を寄せつけず楽

勝 しましたか神和住さんは準決勝に続 く試合であり、又連 日の戦いでさすかに疲労かひどくお気の毒に感 じ

られ、安藤さんがよく頑張っていたのが印象的でテニスの試合はいかに技術 も大切ですが体力も重要な戦力

であることを痛感 した試合でした。

しかし普通に戦っても荻島組の方が強かった事に変 りはないと思います。高橋組は 1セ ット2-5よ リー気

に逆転 じ7-6で とり、 2セ ットも2-4、 3-5か ら巻き返 して 7-5で ス トレー ト勝ちは見事なもので
‐
Pノ たかヽ途中より高橋さんか後陣を支え、姫野さんか思い切 りのよいネットプレーをしたのか勝因です。

~ この試合は優勝のポイントとなった 1戦で末永 く記憶に残 るものでしょう。小野組は東京の阿部 。久保組

と対戦 し、 1セ ット6-3で 先取、 2セ ッヽトに入り相手ペアーのコンビネーションプレーかよく決まり2-6

で落とし、ファイナルセット0-1の ところで小川さんか足にケイレンをおこし、そのまま棄権となりまし

たか連日の疲労か重なり、又、特異なハー ドコー トで普段より足に負担かかかった事などが原因として考え

られますか、何れにしても優勝か確定 したあとの事でありよかったと思います。

最後に優勝チームをひきいて合同練習の頃より、よく頑張 られた宮城静代監督の力量に心から敬意を表す

る次第であります。

来年も是非県代表チームが全国決勝大会で優勝 して 3連勝となる事を期待いたします。

多勢の会員の出席を得て行われた祝賀会で荻島さん独特のスピーチ、『勝因は 1に も2に も選手団の

したたかさにあった』という、これ又、 したたかな挨拶。今大会で本当の「健かさJ「強かさ」を教え

られた次第。行事報告は次号にさせて頂きます。悪 しからず。何はともあれ、おめでとう号を。 (M・ K)
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